
 

富山県西部地域 

心のふるさと広域交流促進計画 
 

都道府県名 富山県 

作成主体名 富山県、高岡市、氷見市、砺波

市、南砺市 

区域の範囲 高岡市、氷見市、砺波市及び南

砺市の全域 

 

 

 

地域再生計画の概要 

本地域は、平成２０年７月に東海北陸自動車道が全線開通し、中京圏からの時間・

距離が大幅に短縮した。また、この自動車道と接続し能登半島とを結ぶ能越自動車

道も順次延伸しており、さらに平成２６年度末開業を目指して北陸新幹線の建設が

進むなど、高速交通網の整備が進んでいる。一方、世界遺産「合掌造り集落」や日

本の農村の原風景と言われる「散居村」、国宝「瑞龍寺」、氷見の「寒ブリ」など、

心のふるさととも言える観光資源が豊富なことから、地域交通の円滑化を図るため

市道及び林道を整備し、交流人口の増加による地域活性化を目指す。 

適用される支援措置 

・道整備交付金 

 

世界遺産「合掌造り集落」 

 

建設が進む能越自動車道 


